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地域で繋ぐ

 伝統を編む。



畔
藤
キ
ュ
ウ
リ

特 集

畔―
白
鷹
町
が
誇
る
伝
統
野
菜
―

皆
さ
ん
は

 

〝伝
統
野
菜〟

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。

伝
統
野
菜
と
は
、
そ
の
土
地
で
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
野
菜
で
、

そ
の
地
域
の
人
や
風
土
、
食
文
化
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
内
畔
藤
地
区
に
あ
る
「
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
」
も
そ
の
一
つ
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
生
産
量
は
激
減
し
ま
し
た
が
、

今
も
な
お
、
そ
の
伝
統
は
絶
え
る
こ
と
な
く
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

淡
緑
で
黒
イ
ボ

伝
統
の
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ

　

み
ず
み
ず
し
い
青
さ
が
涼
し
げ

な
夏
の
野
菜
「
キ
ュ
ウ
リ
」。

　

キ
ュ
ウ
リ
の
特
徴
と
し
て
、
表

面
に
は〝
イ
ボ
〞と
呼
ば
れ
る
ト
ゲ

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
イ
ボ
に
は

白
イ
ボ
と
黒
イ
ボ
が
あ
る
こ
と
を

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

白
イ
ボ
種
は
、
表
面
が
な
め
ら

か
で
ト
ゲ
が
白
く
、
皮
が
薄
い
の

が
特
徴
で
、
現
在
は
こ
の
白
イ
ボ

キ
ュ
ウ
リ
が
全
国
的
に
主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
の
黒
イ
ボ
種
は
、
表
面
の

ト
ゲ
が
黒
く
て
皮
は
厚
く
、
肉
質

が
や
わ
ら
か
い
の
が
特
徴
。
現
在

は
一
部
の
地
域
で
の
み
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
も
こ
の

黒
イ
ボ
キ
ュ
ウ
リ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
は
短

日
性
（
日
照
時
間
が
短
く
な
る
と

花
が
咲
く
）
で
飛
節
成
り
性
（
果

実
が
ま
ば
ら
に
し
か
つ
か
な
い
）、

色
は
淡
い
緑
色
で
長
さ
は
約
30
〜

35
㌢
と
長
め
。
ま
た
、
独
特
の
食

感
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
甘

味
と
う
ま
味
が
あ
る
、
白
鷹
町
伝

統
の
野
菜
で
す
。

明
治
以
前
か
ら
続
く
歴
史

そ
し
て
市
場
か
ら
の
消
滅

　

畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
の
歴
史
は
明
治

以
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

当
時
、
畔
藤
地
区
の
篤
農
家

が
、
仲
間
と
伊
勢
参
り
の
途
中
に

宿
を
と
っ
た
野
菜
農
家
で
、
キ
ュ

ウ
リ
の
種
子
と
育
苗
の
技
術
を
得

た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
種
子
は
長
い
間
門

外
不
出
と
さ
れ
、
密
か
に
栽
培
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
に
入
り
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畔藤キュウリ
・黒イボ
・長さ 30～ 35 ㌢
・短日性
・飛び節成性

現在のキュウリ
・白イボ
・長さ 18～ 20 ㌢
・長日性
・節成性

畔藤キュウリ保存会

会長 新野 惣司さん

　

新
野
さ
ん
は
「
地
元
に
愛
作
さ

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
畔
藤
キ
ュ

ウ
リ
の
伝
統
を
絶
や
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
昭
和
45

年
に
地
元
農
家
の
人
た
ち
約
10
人

と
同
保
存
会
を
結
成
。
そ
の
後
、

会
員
が
自
身
一
人
だ
け
に
な
っ
た

今
も
な
お
、
種
子
の
系
統
保
存
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
、
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ

の
栽
培
者
は
新
野
さ
ん
の
ほ
か
に

数
人
い
ま
す
が
、
採
種
の
技
術
を

持
っ
て
い
る
の
は
新
野
さ
ん
の

み
。
未
だ
消
滅
の
危
機
に
立
た
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
小
さ
い
う
ち
か
ら

地
域
に
根
付
く
伝
統
野
菜
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
ひ
が
し
ね
保

育
園
で
は
新
野
さ
ん
か
ら
畔
藤
キ

ュ
ウ
リ
の
苗
を
い
た
だ
き
、
園
児

孫
の
代
に
移
り
変
わ
る
と
作
付
け
が

拡
大
。
昭
和
10
年
代
に
入
る
と
、
畔

藤
キ
ュ
ウ
リ
は
八
百
屋
の
店
先
で
賑

わ
う
よ
う
に
な
り
、
ど
の
農
家
で
も

キ
ュ
ウ
リ
と
言
え
ば
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ

を
栽
培
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
か
ら
現
在

の
白
イ
ボ
キ
ュ
ウ
リ
の
よ
う
に
小
さ

く
、
収
量
性
の
高
い
も
の
が
流
行
し

始
め
る
と
、
そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う

に
収
量
性
の
低
い
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
の

栽
培
面
積
は
減
少
。
そ
し
て
昭
和
40

年
、
つ
い
に
は
市
場
か
ら
完
全
に
姿

を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

種
子
の
保
存
と
伝
統
の
継
承

　

そ
ん
な
中
、
一
度
は
手
放
し
て
し

ま
っ
た
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
を
再
び
手
に

し
、
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
畔
藤
キ

ュ
ウ
リ
保
存
会
会
長
の
新
野
惣
司
さ

ん
（
広
野
）
で
す
。

早朝５時。立派に育った畔藤

キュウリを収穫する新野さん

育
て
た
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
で
の
り
巻
き

を
作
る
ひ
が
し
ね
保
育
園
の
園
児

た
ち
が
協
力
し
て
育
て
、
食
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
畔

藤
キ
ュ
ウ
リ
の
作
付
拡
大
は
難
し

い
状
況
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
、
伝
統
を
次

の
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
か
ら
離
れ
た
地

で
新
た
に
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
の
魅
力

と
出
会
い
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た

可
能
性
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
く

だ
さ
る
方
た
ち
も
い
ま
す
。

収穫時期：６月
下旬～７月上旬

販売場所：しら
たか産直愛菜館



早速塩漬けにしました。自根のキュウリなので皮はやわ

らかく、果肉はしっかりとした食感。さらにこの畔藤キュ

ウリのすばらしい点は風味の良さです。かじった瞬間

に口の中一杯に広がるさわやかな香り、食べ始めたら

止まりません。このすばらしい畔藤キュウリが絶えるこ

となく連綿と受け継がれてゆくことを、そして来年もぜ

ひ食べてみたいと思うすばらしいキュウリでした。数人

の漬物ファンのお客様にも食べていただいたのですが、

皆さんこのキュウリを絶賛されていましたよ。

八百森・森田哲也さん

これは、驚きのキュウリですね。 香り抜群。 食感、シャ
キシャキで最高。苦味無し。伝統野菜のキュウリでは、
一番おいしく感じます。さわやかな香りが包丁を入れた
瞬間から立ち上り、明らかに今まで体験したことのない
キュウリと実感。キュウリ水を試験したところ、青臭さ
や苦味を感じることが全くありませんでした。このキュ
ウリの香りの生かし方として、カクテルやかき氷的な利

用の可能性を強く感じさせられました。肌が薄いため保

存が難しく、旅をさせずに現地で取れたてをいただくの

が最も良いかと思いました。さらにこの食材は、香りと

食感の良さが刺激を与え、食に携わる職人の創造意欲を

かき立てる逸品ではないかと強く感じました。

小金井市農業委員会会長・高橋金一さん

事務所に戻り、写真を撮って試食しました。みずみずし

くて、ほんのりと甘い。ふつうのブルームレス（果粉なし）

のような平べったい、ちょっとクセのある味とにおいと

はぜんぜん違います。歯切れは良いのですが、果皮はブ

ルームレスのように硬くなく、口の中で果肉といっしょ

に細かくなっていく感じです。宝の山はホントにスゴい。

塩もみをブルームレスと食べ比べたところ、みずみずし

くてさわやか、嫌みがない味、果肉がしっかりしていて

食感が良い、香りが良いなどの感想が上がりました。

伝統野菜プロジェクト・草間壽子さん

届いた包みをほどいてびっくり。“スッキリ”、姿のきれ

いさに。たまたま小平産の「馬込半白キュウリ」も手に

入ったので、職場でにわか試食会に。皿に盛り付けると

すぐ「何これ、めずらしい！」とわらわらと寄ってきて、

撮影をはじめる同僚たち。「昔は皆、こういう “黒イボ”

だったんだよね。なつかしい味、ああうまい」と目を細

める諸先輩方。食べると品の良い清涼感を感じ、ぬか漬

けもしくは浅漬けにして…、おにぎりと味噌汁と一緒に

食べたら…と欲望のふくらむ味でした。

農文協プロダクション・阿久津若菜さん

“すらっ”と美しい姿で、淡い黄緑色。なにより印象に残っ

たのは、切ったときに溢れ出る上品な香り。すごく華

やかで女性的なやわらかさを持ちながらも、力強い香

りなんです。皮は若干硬めで、中はジューシーでやわ

らか。若干 “ふにゃっ” とした感じがしたけれど、食べ

てみると皮の歯切れの良さが心地良かったです。あっと

いう間に何もつけずに食べてしまいましたが、味噌のよ

うなパンチの強い調味料ではなく、浅漬けなど繊細な味

わいを生かした食べ方がいいなぁと思いました。

野菜ジャーナリスト・篠原久仁子さん

プロが認める 畔藤キュウリの可能性
町観光交流大使であり、野菜ソムリエプロの上原恭子さんに畔藤キュウリを

お届けしたところ、上原さんをはじめ、各界さまざまな方から畔藤キュウリ

について“絶賛”の声をいただきました。

プロが認める

について“絶賛”の声をいただきました。

白鷹町の魅力をもっと伝えたいといつも思っていますが、また素敵な宝物を見つけてしまいました。

「畔藤キュウリ」を見るのは今回が初めて、箱を開けてその美しい姿とオーラに、カットしたとき

の芳しい香りに感動しました。今回は、東京の伝統野菜「江戸東京野菜」ネットワ－クのプロ達

におすそ分けして味見とコメントをもらい、白鷹町の皆様にお返ししたいと強く感じてすぐ

に動きました。伝統キュウリの中でも抜群に食味と香りが良い畔藤キュウリとの出会い、

これから食べ方の提案などもして行きたいと考えています。

   

Possibility
↓

畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
の
キ
ュ
ウ
リ
水

　（
フ
レ
ー
バ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
の
浅
漬
け←

白鷹町の魅力をもっと伝えたいといつも思っていますが、また素敵な宝物を見つけてしまいました。

「畔藤キュウリ」を見るのは今回が初めて、箱を開けてその美しい姿とオーラに、カットしたとき

の芳しい香りに感動しました。今回は、東京の伝統野菜「江戸東京野菜」ネットワ－クのプロ達

におすそ分けして味見とコメントをもらい、白鷹町の皆様にお返ししたいと強く感じてすぐ

   　野菜ソムリエプロ・上原恭子さん



　

か
つ
て
は
、
町
中
の
人
た
ち
が
食
べ

て
い
た
と
さ
れ
る
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
。

　

し
か
し
今
で
は
、
生
産
量
の
減
少
か

ら
、
そ
の
名
前
す
ら
聞
い
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
私
た
ち
の
食
文
化
と
密

接
し
て
き
た
伝
統
の
野
菜
は
、
多
く
の

人
に
そ
の
魅
力
が
認
め
ら
れ
、
再
び
輝

き
を
放
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
そ
の
発
祥
の
地
に
住
む
私
た

ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

新
野
さ
ん
は
、
今
回
の
取
材
の
中
で

こ
う
言
い
ま
し
た
。「
地
元
の
人
に
と
っ

て
、
キ
ュ
ウ
リ
と
言
え
ば〝
畔
藤
キ
ュ

ウ
リ
〟と
な
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
先
も
伝

統
は
生
き
続
け
る
だ
ろ
う
」
―
―
と
。

　

生
産
者
で
な
い
私
た
ち
に
は
、
畔
藤

キ
ュ
ウ
リ
を
「
守
る
」
と
い
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
魅
力
を
「
伝
え

る
」
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
畔
藤
キ
ュ

ウ
リ
を
「
我
が
町
の
味
」
と
し
て
知
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

お
い
し
さ
や
香
り
、
そ
し
て
関
わ
っ

て
き
た
人
た
ち
の
思
い
が〝
ぎ
ゅ
っ
〟と

詰
ま
っ
た
畔
藤
キ
ュ
ウ
リ
。

　

ま
ず
は
「
食
べ
る
こ
と
」
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

「伝統の味を暮らしの中に――」
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◆
金
条
章　
　
　

第
二
分
団

◆
特
別
功
労
章

　

第
一
分
団　

副
分
団
長　

児
玉　

秀
朗

　

第
一
分
団　

部　

長　

髙
橋　
　

浩

　

第
二
分
団　

副
分
団
長　

佐
藤　

福
一

　

第
三
分
団　

部　

長　

小
松　

寛
幸

◆
功
労
章　

　

第
一
分
団　

部　

長　

梅
津　
　

浩

　

第
二
分
団　

部　

長　

中
島　

宗
春

　

第
二
分
団　

部　

長　

佐
藤　

達
道

　

第
三
分
団　

部　

長　

竹
田　

秀
一

　

第
三
分
団　

副
部
長　

髙
橋　

秋
博

　

第
四
分
団　

部　

長　

大
宮　

孝
幸

　

第
五
分
団　

部　

長　

沼
澤　

正
晴

　

第
五
分
団　

部　

長　

鈴
木　
　

怜

◆
功
績
章　

　

第
一
分
団　

部　

長　

金
子　

哲
治

　

第
一
分
団　

副
部
長　

今
野　

正
和

　

第
二
分
団　

副
部
長　

樋
口　

慶
樹

　

第
二
分
団　

副
部
長　

横
山　
　

聡

　

第
三
分
団　

部　

長　

菅
原　

保
文

　

第
三
分
団　

部　

長　

奥
山　
　

光

　

第
四
分
団　

部　

長　

山
川　

久
雄

　

第
四
分
団　

副
部
長　

大
滝　

智
和

　

第
五
分
団　

部　

長　

上
田
健
一
郎

　

第
五
分
団　

副
部
長　

小
形　
　

仁

◆
精
練
章

　

第
一
分
団　

副
部
長　

小
林　

敏
朗

　

第
一
分
団　

副
部
長　

影
山　

良
彦

　

第
二
分
団　

班　

長　

小
口　
　

智

　

第
二
分
団　

班　

長　

鈴
木　
　

裕

　

第
三
分
団　

副
部
長　

墨
川　

友
和

　

第
三
分
団　

班　

長　

小
林　
　

裕

　

第
三
分
団　

班　

長　

鈴
木　

真
盛

　

第
四
分
団　

副
部
長　

海
老
名
智
之　

　

第
四
分
団　

副
部
長　

吉
田　

隆
二

　

第
五
分
団　

部　

長　

矢
羽
木
達
志

　

第
五
分
団　

副
部
長　

藤
守　

真
一

◆
家
族
功
労
者
表
彰　
　

佐
藤
ま
ゆ
み

◆
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

元
本
部
分
団　

分
団
長　

小
形　

一
美

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

伊
藤　

一
義

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

中
川　

修
一

　

元
第
二
分
団　

分
団
長　

長
岡　

弘
之

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

迎
田
藤
一
郎

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

齋
藤　
　

晃

　

元
第
二
分
団　

団　

員　

横
澤　

直
樹

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

紺
野　

市
夫

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

鈴
木　

一
浩

　

元
第
五
分
団　

団　

員　

菅
原　
　

勉

◆
功
績
章　
　

　

第
三
分
団　

分
団
長　

衣
袋　

正
人

◆
精
績
章

　

第
一
分
団　

分
団
長　

片
倉　

武
美

◆
竿
頭
綬　

第
二
分
団

◆
優
良
章　

　

第
一
分
団　

班　

長　

後
藤　
　

匡

　

第
一
分
団　

班　

長　

高
木　

和
哉

　

第
一
分
団　

班　

長　

植
木　
　

誠

　

第
二
分
団　

団　

員　

樋
口　

伸
也

　

第
二
分
団　

団　

員　

軽
部　
　

学

　

第
二
分
団　

団　

員　

片
倉　

一
朝

山
形
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

第
三
分
団　

副
部
長　

鈴
木　

貴
広

　

第
三
分
団　

副
部
長　

五
十
嵐
康
洋

　

第
三
分
団　

班　

長　

五
十
嵐
恒
志

　

第
四
分
団　

班　

長　

紺
野　

稔
晴

　

第
四
分
団　

班　

長　

堀
川　

隼
人

　

第
五
分
団　

班　

長　

志
田　
　

淳

　

第
五
分
団　

班　

長　

小
形　

暢
之

　

第
五
分
団　

班　

長　

大
木　

祐
一

◆
永
年
勤
続
章
（
30
年
）

　

本
部
分
団　

分
団
長　

佐
藤　

一
正

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
松
与
志
雄

　

第
一
分
団　

団　

員　

影
山
敬
一
郎

　

第
一
分
団　

団　

員　

沖
田　

利
幸

　

第
一
分
団　

団　

員　

安
達　

正
幸

　

第
二
分
団　

団　

員　

小
松　

敏
和

　

第
四
分
団　

団　

員　

大
滝　

和
幸

　

第
四
分
団　

団　

員　

大
木　

健
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

青
木　

冨
弘

◆
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　
　
　
　
　
　

副
団
長　

沼
澤　
　

勉

　

第
一
分
団　

団　

員　

馬
場　

範
之

　

第
二
分
団　

団　

員　

樋
口　

秀
人

　

第
三
分
団　

副
分
団
長　

佐
藤　

貴
光

　

第
三
分
団　

団　

員　

松
下　
　

茂

　

第
三
分
団　

団　

員　

菅
原　

和
彦

　

第
三
分
団　

団　

員　

高
田　
　

博

　

第
五
分
団　

団　

員　

小
形　

千
春

◆
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　

第
一
分
団　

副
分
団
長　

児
玉　

秀
朗

　

第
一
分
団　

部　

長　

髙
橋　
　

浩

　

第
一
分
団　

部　

長　

小
林　

茂
樹

　

第
一
分
団　

部　

長　

梅
津　
　

浩

　

第
一
分
団　

副
部
長　

小
林　

敏
朗

　

第
一
分
団　

副
部
長　

影
山　

良
彦

平成 29 年度  消防関係表彰者
　６月４日の春季消防演習において、表彰状の伝達及び感謝状が贈呈されました。
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第
一
分
団　

団　

員　

菅　
　

徳
幸

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
林　

真
人

　

第
一
分
団　

団　

員　

金
田　

幸
浩

　

第
一
分
団　

団　

員　

橋
本　

寛
之

　

第
一
分
団　

団　

員　

新
保　

寿
男

　

第
一
分
団　

団　

員　

中
川　

大
嗣

　

第
一
分
団　

団　

員　

長
谷
部
克
広

　

第
二
分
団　

部　

長　

中
島　

宗
春

　

第
二
分
団　

副
部
長　

横
山　
　

聡

　

第
二
分
団　

団　

員　

中
山　

孝
之

　

第
二
分
団　

団　

員　

安
達　

紀
章

　

第
二
分
団　

団　

員　

今　
　

周
作

　

第
二
分
団　

団　

員　

黒
澤　
　

太

　

第
二
分
団　

団　

員　

安
部　

雅
晃

　

第
三
分
団　

団　

員　

安
部　

康
雄

　

第
三
分
団　

団　

員　

塚
田　
　

傑

　

第
四
分
団　

班　

長　

戸
借　

喜
則

　

第
四
分
団　

班　

長　

梅
津　

雅
紀

　

第
四
分
団　

班　

長　

齋
藤　
　

誠

　

第
四
分
団　

団　

員　

布
施　

健
仁

　

第
五
分
団　

団　

員　

菅
原　

正
人

　

第
五
分
団　

団　

員　

髙
橋　

純
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

渋
谷　

祐
介

　

第
五
分
団　

団　

員　

佐
藤　
　

稔

　

第
五
分
団　

団　

員　

鈴
木　

義
之

　

第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

晃
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

山
口　

悠
太

　

第
一
分
団　

班　

長　

須
貝　

弘
和

　

第
一
分
団　

班　

長　

大
瀧　

一
孝

　

第
二
分
団　

班　

長　

村
上　

和
也

　

第
二
分
団　

班　

長　

長
谷
部
伸
也

　

第
二
分
団　

団　

員　

羽
田　

勇
太

　

第
二
分
団　

団　

員　

横
沢　

竜
二

　

第
三
分
団　

班　

長　

野
口　

啓
三

　

第
三
分
団　

班　

長　

山
口　
　

彰

　

第
三
分
団　

班　

長　

須
藤　

陽
介

　

第
三
分
団　

班　

長　

菅
原　

喜
郎

　

第
四
分
団　

班　

長　

梅
津　

雅
紀

　

第
四
分
団　

班　

長　

紺
野　

桂
馬

　

第
四
分
団　

班　

長　

鈴
木　
　

悟

　

第
四
分
団　

団　

員　

齋
藤　

和
幸

　

第
五
分
団　

団　

員　

梅
津　

圭
佑

　

第
五
分
団　

団　

員　

渋
谷　

聖
樹

　

第
五
分
団　

団　

員　

遠
藤　

政
満

　

第
五
分
団　

団　

員　

岡
田　

隆
希

◆
優
良
消
防
運
転
手
表
彰

　

第
一
分
団　

団　

員　

本
木　

拓
磨

　

第
三
分
団　

団　

員　

鈴
木　

達
弥

　

第
四
分
団　

団　

員　

守
谷　
　

恒

◆
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

前
第
一
分
団　

分
団
長　

片
倉　

武
美

　

前
第
三
分
団　

分
団
長　

衣
袋　

正
人

　

前
第
四
分
団　

分
団
長　

加
藤　

隆
広

　

前
第
一
分
団　

部　

長　

梅
津　
　

浩

　

前
第
二
分
団　

班　

長　

鈴
木　
　

裕

◆
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
）

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

大
瀧　

真
人

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

大
滝　
　

武

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

渡
部　

貴
之

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

白
鷹
町
長
感
謝
状

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

　

第
一
分
団　

班　

長　

髙
石　

周
一

　

第
一
分
団　

団　

員　

長
谷
部
淳
一

　

第
一
分
団　

団　

員　

橋
本　

秀
和

　

第
一
分
団　

団　

員　

沖
田　

昭
博

　

第
一
分
団　

団　

員　

槌
谷　

宣
佳

　

第
一
分
団　

団　

員　

土
屋　

正
樹

　

第
二
分
団　

分
団
長　

樋
口　

知
一

　

第
二
分
団　

部　

長　

須
田　

浩
司

　

第
二
分
団　

班　

長　

羽
田　

英
樹

　

第
二
分
団　

団　

員　

髙
橋　

真
弘

　

第
二
分
団　

団　

員　

大
滝　
　

忍

　

第
二
分
団　

団　

員　

齋
藤　

吉
邦

　

第
三
分
団　

部　

長　

菅
原　

保
文

　

第
三
分
団　

副
部
長　

鈴
木　

貴
広

　

第
三
分
団　

班　

長　

小
林　
　

裕

　

第
三
分
団　

団　

員　

松
澤　

和
也

　

第
三
分
団　

団　

員　

髙
谷　

剛
司

　

第
四
分
団　

部　

長　

紺
野　

真
克

　

第
四
分
団　

団　

員　

守
谷　

隆
彦

　

第
四
分
団　

団　

員　

紺
野　

博
之

　

第
五
分
団　

副
分
団
長　

梅
津　

智
彰

　

第
五
分
団　

副
部
長　

大
木　

大
輔

　

第
五
分
団　

副
部
長　

小
形　
　

仁

　

第
五
分
団　

副
部
長　

藤
守　

真
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

梅
津　

智
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

笹
原　
　

智

　

第
五
分
団　

団　

員　

梅
津　

一
紀

　

第
五
分
団　

団　

員　

鈴
木　
　

隆

◆
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

第
一
分
団　

班　

長　

小
林　

直
樹

　

第
一
分
団　

班　

長　

原
田　

昌
典

　

第
一
分
団　

班　

長　

本
木　

伸
明

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
林　

賢
作

　

第
一
分
団　

団　

員　

髙
木　

朋
和

▼山形県知事表彰…金条章１団体／特別功労章４名／功労章８名／功績章 10名／精練章 11名／家族功労者表彰１名／永年

勤続退団者表彰 10名　 ▼日本消防協会長表彰…功績章１名／精績章１名　 ▼山形県消防協会長表彰…竿頭綬１団体／優良

章 14名／永年勤続章（30年）９名（25年）８名（20年）34名（15年）32名　 ▼山形県消防協会西置賜支部長表彰…優良機関

表彰１団体／優良消防団員表彰 20名／優良運転手表彰３名　 ▼白鷹町長感謝状…幹部退団者５名／永年勤続退団者 10名／

内助の功労者３名／消防団協力事業所１事業所　 ▼白鷹町消防団長表彰…優良消防団員 17名

◆
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
）

　

第
一
分
団　

班　

長　

土
屋　

克
志

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
林　
　

崇

　

第
一
分
団　

団　

員　

高
橋　

弘
範

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
松　

応
行

　

第
一
分
団　

団　

員　

土
屋　

雅
人

　

第
一
分
団　

団　

員　

岡
部　
　

典

　

第
二
分
団　

団　

員　

樋
口　

一
弥

　

第
三
分
団　

団　

員　

菅
間　

栄
治

　

第
三
分
団　

団　

員　

松
野　

嘉
範

　

第
三
分
団　

団　

員　

川
村　

堂
洋

　

第
四
分
団　

班　

長　

鈴
木　

寿
季

　

第
四
分
団　

班　

長　

川
部　

優
太

　

第
四
分
団　

団　

員　

加
藤　

博
之

　

第
四
分
団　

団　

員　

峯
田　

嘉
和

　

第
四
分
団　

団　

員　

今
野　
　

寛

　

第
四
分
団　

団　

員　

鈴
木　

武
範

　

第
五
分
団　

班　

長　

小
松　

裕
介

（
※
敬
称
略
）

　

前
第
二
分
団　

団　

員　

鈴
木　

秀
一

　

前
第
二
分
団　

団　

員　

髙
橋　

真
弘

　

前
第
二
分
団　

団　

員　

横
澤　
　

塁

　

前
第
三
分
団　

団　

員　

青
木　

勝
利

　

前
第
四
分
団　

団　

員　

大
滝　

和
幸

　

前
第
五
分
団　

団　

員　

青
木　

正
浩

　

前
第
五
分
団　

団　

員　

村
上　

一
茂

◆
内
助
の
功
労
者　
　
　

佐
藤　
　

歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

郁
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
形
由
紀
子

◆
消
防
団
協
力
事
業
所　

　

大
嶋
緑
地
造
園
株
式
会
社　
　

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

大
嶋　

三
子

◆
優
良
機
関
表
彰　

　
　
　
　
　

第
一
分
団
第
五
部
第
四
班

◆
優
良
消
防
団
員
表
彰

　

第
一
分
団　

班　

長　

片
山　

充
治

　

第
一
分
団　

班　

長　

本
木　

伸
明
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まちのニュース

２分団５部１班（黒鴨）

山口直人、横沢竜二、菅野秀平、
横沢　翔、齋藤和洋

２分団４部１班（深山）

樋口一弥、樋口悠太、樋口大輝、
青木信悟、樋口　歩

５分団４部１班（浅立）

岡田隆希、高橋　亮、小形峰樹、
梅津　力、小形匠善、小形暢之

５分団１部１班（町下）

佐藤　稔、舩山智喜、鈴木康太、
菅原　勝、田代　良、佐藤良一

　

町
消
防
団
が
、
操
法
技
術
と
統
制
力
を
競
い
合
う
「
消
防
操
法
大
会
」
は
６
月
25
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
小
型
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
３
部
門
。
各
団
員
が
、
４
月
か
ら
朝
晩
と

繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
度
白
鷹
町
消
防
操
法
大
会

ポンプ車の部（模範）

小型ポンプ積載車の部（模範） 小型ポンプの部　準優勝

小型ポンプの部　優勝 審
査
結
果
（
西
置
賜
支
部
大
会
出
場
団
体
）
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ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

■平成28年度後期 白鷹町体育協会表彰受賞者

氏　名 学年（当時） 功績

今　思乃 鮎貝小６年
第11回全国小学生アルペンスキー大会出場
白鷹 Jr レーシングスポーツ少年団

髙田真亜稀 九里学園１年
第72回国民体育大会冬季大会出場
スキー競技山形県選手団

西村洸星 白鷹中２年
第30回都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会2017
決勝トーナメント出場　山形県選抜チーム

　

５
月
30
日
、
平
成
28
年
度
後

期
白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰
が
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、昨
年
度
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た

方
に
町
体
育
協
会
か
ら
栄
光
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
ス

キ
ー
競
技
の
今
思
乃
さ
ん
と
髙

田
真
亜
稀
さ
ん
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
の
西
村
洸
星
く
ん

の
計
３
人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
所

属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
県

の
代
表
と
し
て
、
昨
年
開
催
さ

大
舞
台
で
の
栄
光
を
称た
た

え

平
成
28
年
度
後
期  

白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰

西村洸星くん 髙田真亜稀さん 今　思乃さん
れ
た
全
国
大
会
と
い
う
大
舞
台

で
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
３
人
に

は
、
町
か
ら
激
励
金
を
交
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
付
け
で
統
計
調
査
員
を
退
任
さ
れ
た
大

滝
隆
雄
さ
ん
（
萩
野
）
に
、
山
形
県
統
計
調
査
員
協

議
会
連
合
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
滝
さ
ん
は
昭
和
54
年
よ
り
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

及
び
県
の
単
独
調
査
で
あ
る
農
業
基
本
調
査
の
調
査

員
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
従
事
。
地
域
の
統
計
思
想

の
普
及
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
正
確
で
迅
速
な
調

査
の
遂
行
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
に
尽
力
さ
れ
て
38
年
―
―

大
滝
隆
雄
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
１

「
田
勢
康
弘
氏
　
講
演
会
」
を
開
催

　

生
涯
学
習
講
座
と
し
て
町
民

自
ら
が
企
画
実
践
す
る
「
白
鷹

学
講
座
」。
平
成
29
年
度
の
第

１
回
講
座
が
６
月
23
日
、
町
産

業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
あ
り
、
町
観
光
交
流
大
使

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
田

勢
康
弘
氏
が
「
こ
こ
だ
け
の
は

な
し
―
―JU

ST BETW
EEN

 
U

S

―
―
」
と
題
し
て
講
演
。

田
勢
さ
ん
は
「
外
で
は
言
え
な

い
こ
こ
だ
け
の
話
に
し
て
く
だ

さ
い
」と
前
置
き
し
た
う
え
で
、

近
頃
話
題
に
上
が
っ
て
い
る
時

事
問
題
に
つ
い
て
の
裏
話
や
持

論
を
語
り
ま
し
た
。
約
１
２
０

人
の
来
場
者
は
、
日
常
で
は
聞

く
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
話

に
興
味
津
々
な
様
子
で
聞
き
入

り
、
時
折
交
わ
る
冗
談
に
は
笑

い
が
起
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座
は
、
大

分
県
佐
伯
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
の
柴
田
真
佑
氏
を
講
師
に
迎

え
、
７
月
25
日
に
白
鷹
中
学
校

体
育
館
で
開
催
予
定
で
す
。

「
地
方
を
元
気
に
す
る
」
こ
と
に
つ
い

て
も
触
れ
た
田
勢
さ
ん
。
「
農
業
を
立

て
直
す
こ
と
が
重
要
」
と
説
い
た

感謝状を手にする大滝さん
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　　　形県からは、30 日（日）の第３試合に鶴岡東高等学校（白鷹町Ａ球場

　　　13：00 ～）と米沢中央高等学校（長井市Ｄ球場 13：00 ～）がそれぞれ

初出場します。

　女子ソフトボール競技開会式、試合及び閉会式はどなたでもご覧になれます。

会場においでいただき、ぜひご声援ください。

山

※Ａ球場＝白鷹町ソフトボール場Ａ球場、Ｂ球場＝白鷹町ソフトボール

　場Ｂ球場、Ｃ球場＝白鷹町野球場。そのほか長井市野球場をＤ球場、　

　あやめ公園多目的運動広場をＥ球場として開催されます。

※各試合開始時間は、天候により変更となる場合があります。

　大会期間中は、Ａ駐車場（旧西中学校グラン

ド）、Ｂ駐車場（さくらの保育園東側福祉用地）

の特設駐車場を設置します。

　各駐車場間はシャトルバスを運行しますので

ご利用ください。

　大会期間中は、Ａ駐車場（旧西中学校グラン

ド）、Ｂ駐車場（さくらの保育園東側福祉用地）

の特設駐車場を設置します。

　各駐車場間はシャトルバスを運行しますので

ご利用ください。

第一試合 一回戦 9：00

Ａ球場 岐阜女子高校（岐阜）対 高松商業高校（香川）

Ｂ球場 笠田高校（和歌山）対 篠ノ井高校（長野）

Ｃ球場 秋田北高校（秋田）対 福岡大附属若葉高校（福岡）

第二試合 一回戦 11：00

Ａ球場 三国高校（福井）対 光明学園相模原高校（神奈川）

Ｂ球場 飛龍高校（静岡）対 都城東高校（宮崎）

Ｃ球場 聖カタリナ学園高校（愛媛）対 大田原女子高校（栃木）

第三試合 一回戦 13：00

Ａ球場 　鶴岡東高校（山形）対 帝京第三高校（山梨）

Ｂ球場 比叡山高校（滋賀）　対　三刀屋高校（島根）

Ｃ球場
 佐賀女子短大付属佐賀女子高校（佐賀）

　　　　　　　対 とわの森三愛高校（北海道）

第四試合 一回戦 15：00 Ａ球場 文徳高校（熊本）対 金沢高校（石川）

7/30  日

7/29  土
競技開会式 16：00 長井市陸上競技場（雨天時：長井市置賜生涯学習プラザ）

第一試合 二回戦 9：00 Ａ・Ｂ・Ｃ球場

第二試合 二回戦 11：00 Ａ・Ｂ・Ｃ球場

第三試合 二回戦 13：00 Ａ・Ｂ・Ｃ球場

第四試合 二回戦 15：00 Ａ球場

7/31  月

第一試合 三回戦 9：00 Ａ・Ｂ球場

第二試合 三回戦 11：00 Ａ・Ｂ球場

第三試合 準々決勝 13：00 Ａ球場

第四試合 準々決勝 15：00 Ｂ球場

8/1  火

第一試合 準決勝 9：00 Ａ・Ｂ球場

第二試合 決勝 12：00 Ａ球場

8/2  水

閉会式 14：00
白鷹町ソフトボール場 Ａ球場

（雨天時：白鷹町スポーツ交流館ホール）

※詳しい組み合わせ表と試合時間は、南東北総体

　2017 のホームページ（http://2017soutai.jp/）

　にある「競技日程」をご覧ください。

※大会期間中の周辺道路では、大変な混雑が予想

　されます。皆様のご協力をお願いします。

※日中は大変な暑さが予想されます。ご来場の際

　は飲み物を持参するなど、十分な熱中症対策を

　行ってください。

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　

大  
会  

日  

程

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

日
程

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会程

※白鷹会場のみ掲載しています

イ
ン
タ
ー
ハ
イ



児童福祉制度・手当についてのお知らせ
【詳しい手続・ご相談】健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２

児童扶養手当

●児童扶養手当を受給できる方
18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいがあ
る児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭
（配偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む）
の父母または養育者
※次の場合などは、対象になりません。

・養育者の所得が一定額以上の場合

・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで

　きる場合

・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■支給内容（４月、８月、11月の３期に分けて支給します。）

障害等級 １級 ２級

手当月額 51,450円 34,270円

■所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限  配偶者 ・ 扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹）  

 の所得制限全部支給 一部支給

０人 19万円 192万円 236万円

１人 57万円 230万円 274万円

２人 95万円 268万円 312万円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円 
　  を加えた額になります。

●一部支給停止措置について
手当を受けてから５年以上を経過した方（８歳未満の
児童を監護する方を除く）は、就労などの実績がない
場合、手当額が２分の１に減額されます。該当する方
には適用除外のための届書を送付していますので忘れ
ずに提出してください。
※次の場合は、減額対象になりません。

・あなたが働いているか、求職活動をしている場合

・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合

・あなたが病気やケガで働くことができない場合

・あなたが子どもや親族を介護しなければならない

　ため働くことができない場合　

●現況届の提出をお忘れなく
手当を受給している方は、毎年８月中に現況届の提出
が必要になります。後日、該当する方に必要書類を送
付しますが、現況届の提出がないと８月分以降の手当
を受けることができません。忘れずに、早めに提出く
ださい。

■支給内容（４月、８月、12月の３期に分けて支給します。）

児童の数 全部支給のとき 一部支給のとき

１人目 月額 42,290円 月額 9,980～ 42,280円     

２人目 9,990円を加算 5,000～ 9,980円を加算

３人目以降
（一人につき）

5,990円を加算 3,000～ 5,980円を加算

※所得限度額を超えた場合は、 一部支給となります。
※一部支給については、所得に応じてきめ細かく定め
　られています。

ひとり親の方や、親に代わって子どもを養育している方に対し、生活の安定・自立の

促進とともに、子どものすこやかな成長を願って支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できる方
20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を養
育している父母または養育者。
※次の場合などは、対象になりません。

・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合

・養育者の所得が一定額以上の場合
■所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限
 配偶者・扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹） 

 の所得制限

０人 459万６千円 628万７千円

１人 497万６千円 653万６千円

２人 535万６千円 674万９千円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円 
　  を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく
手当を受給している方は、毎年８月12日から９月11日
までの間に所得状況届の提出が必要になります。
後日、該当する方に必要書類を送付しますが、所得状
況届の提出がないと８月分以降の手当を受けることが
できません。忘れずに、早めに提出ください。

特別児童扶養手当 特別児童扶養手当は、精神または身体に

障がいのある児童の福祉増進のために支給されます。

各届出
は期間

内に

忘れず
に提出

してね
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町からのお知らせ

■試験日及び会場　
【第１次試験】　９月 17日（日）
　　　　　　　長井市立長井南中学校
【第２次試験】　10月中・下旬（予定）
　　　　　　　白鷹町役場（予定）
■試験内容
【第１次試験】

▽上級専門職（土木）：教養試験（大学卒業程度）・

　専門試験（土木）・一般性格診断検査・作文

　試験

▽初級行政職：教養試験（高校卒業程度）・事

　務適正検査・一般性格診断検査・作文試験

▽初級専門職（土木）：教養試験（高校卒業程度）・

　専門試験（土木）・一般性格診断検査・作文

　試験
【第２次試験】　面接試験　
■提出書類
①白鷹町職員採用試験申込書及び住民票抄本
　（本籍または国籍記載のもの）
②写真（３カ月以内に撮影したもので、タテ４
　cm×ヨコ３cm、無帽、上半身、正面）
■受験申込受付期間

　７月12日（水）～８月９日（水）

　※郵送の場合は８月９日（水）必着
■募集要項・受験申込書の配布
　募集要項及び受験申込書の入手方法は次の①
　～③のとおりです。

①白鷹町役場で受け取る場合

　役場２階総務課において平日午前８時 30分
　から午後５時15分までの時間に交付します。
②郵便で請求する場合

　120 円切手を貼り宛先を明記した返信用封
　筒（角型２号）を同封のうえ、「白鷹町職員
　採用試験申込用紙請求」と朱書きして総務課
　総務係まで送付してください。
③ホームページからダウンロードする場合

　町のホームページ（http://www.town.shirata
　ka.lg.jp/）から入手してください。
※ホーム→仕事・産業→職員・臨時職員採用の
　ページに掲載しています。

【応募先・問い合わせ】
〒 992-0892 白鷹町大字荒砥甲 833 番地
総務課総務係　☎ 85-6120

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

上級専門職（土木）
〔大学卒業程度〕

１名 昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方

初級行政職
〔高校卒業程度〕

若干名 平成８年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた方

※ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く）及びこ 

　れと同等と認められる学校を卒業した方、または平成30年
　３ 月までに卒業見込みの方は受験できません。初級専門職（土木）

〔高校卒業程度〕
１名

平成 30年度採用 白鷹町職員募集

　ページに掲載しています。

応募先・問い合わせ】
〒 992-0892 白鷹町大字荒砥甲 833 番地

総務課総務係　☎ 85-6120

私たちと一緒にまちづくりを！
ご応募

お待ち

してい
ます！
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町からのお知らせ

平成 30年度採用 白鷹町病院事業等職員募集

■試験日及び会場

 　応募者へ個別に連絡します。（９月上旬予定）
■採用予定年月日
　原則として平成 30年４月１日
■受験申込受付期間

　７月12日（水）～８月25日（金）
　※郵送の場合は８月 25日（金）必着
■募集要項・受験申込書の配布
　受験資格や試験内容などを記した募集要項及  

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

看 護 師 若干名
昭和 53年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を

有する方、または来春取得見込みの方

臨床検査技師 １名
昭和 53年４月２日以降に生まれた方で、臨床検査技師の免

許を有する方、または来春取得見込みの方

診療放射線技師 １名
昭和 53年４月２日以降に生まれた方で、診療放射線技師の

免許を有する方、または来春取得見込みの方

　び受験申込書は、町立病院事務局、郵便によ
　る請求（120 円切手を貼付し、宛先を明記
　した角 2 号の返信用封筒を同封してくださ
　い）、または町立病院ホームページ（http://
　www.hospital.shirataka.yamagata.jp/） か ら
　のダウンロードで入手できます。

【応募先・問い合わせ】
白鷹町立病院　☎ 85-2155

■試験日及び会場

 　応募者へ個別に連絡します。
　（８月上旬予定）
■採用予定年月日
　原則として平成 29年 10月１日

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

看 護 師 １名
昭和 53年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許

を有する方

■受験申込受付期間

　７月12日（水）～７月31日（月）
　※郵送の場合は７月 31日（月）必着
★募集要項・申し込み関係・問い合わせ等に

　ついては、平成 30年度採用と同じです。

平成 29年度 追加採用職員募集平成 29年度

あわせて！
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町からのお知らせ

　

旧
あ
ゆ
か
い
保
育
園
が
鮎
貝
小
学

校
駐
車
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
７
月
中
旬
よ
り
建
物
解
体
等

の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

工
事
前
に
お
別
れ
の
園
舎
開
放
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
慣
れ
親
し
ん
だ

思
い
出
の
場
所
を
訪
れ
て
、
最
後
の

思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

７
月
17
日
（
月
・
祝
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

旧
あ
ゆ
か
い
保
育
園

▼
内
容　

施
設
内
へ
の
立
入
及
び
見

学
（
園
内
の
黒
板
へ
思
い
出
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
チ
ョ
ー
ク
で
描
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

■ 

～
あ
り
が
と
う 

さ
よ
う
な
ら 

思
い
出
を
黒
板
に
描
こ
う
～

     
旧
あ
ゆ
か
い
保
育
園  

解
体
前『
園
舎
開
放
』を
実
施
し
ま
す

▼
そ
の
他

・
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

（
園
舎
に
入
る
と
き
に
受
付
を
行
い

　

ま
す
）。

・
園
舎
内
へ
は
土
足
の
ま
ま
お
入
り

　

く
だ
さ
い
。

・
園
舎
・
園
庭
の
備
品
等
の
持
ち
帰

　

り
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
お
車
で
ご
来
場
の
際
は
、
鮎
貝
地

　

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車

　

場
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係　

☎
86

－
０
２
１
２

●選考方法　白鷹ソフト小村使用許可選考委員会
　において選考します。
●その他　施設の利用には一定の条件がありま　
　す。詳しくはお問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ】
商工観光課　商工振興係　☎ 87-0696

　これまで、白鷹ソフト小村の入居資格は、情報
産業を営む個人・法人に限定されていましたが、
研究開発や起業、新事業の創出、新分野への進出
など、入居条件を拡充し地域産業の育成も支援し
ながら、地域経済の活性化を図っていきたいと考
えていますので、ぜひご活用ください。
●所在地　鮎貝 1520-1
●内容　ビジネスオフィス（１戸建）１棟

《内訳》

Ａタイプ１棟（２階建約 70坪）
［使用料］５万 8,620 円／月

●入居について
①入居日　８月から（５年以内の使用が可能な方）
②経費　使用に伴う経費は実費負担となります
●募集期間　７月 12日（水）～７月 31日（月）
●申込方法　提出書類などに必要事項を記入のう
　え、商工観光課へ提出してください。
※提出方法は郵送または持参のみとします。
※提出書類など、詳細は町のホームページをご覧
　ください。 入居を募集する施設（Ａタイプ）の外観

　自然豊かなオフィス環境で次代を築いてみませんか？

   白鷹ソフト小村の入居者を募集します

　

７
月
１
日
よ
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
新
た
に
向
田
美
和
子
さ
ん
、

鈴
木
和
夫
さ
ん
（
再
任
）
が
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期

間
は
３
年
間
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

■ 

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

《
町
の
人
権
擁
護
委
員
》

・
髙
橋　

武
夫
さ
ん
（
高
玉
）

・
大
村　

亨
夫
さ
ん
（
鮎
貝
）　

・
嶋
林　

淳
子
さ
ん
（
荒
砥
） 

・
鈴
木　

和
夫
さ
ん
（
十
王
）
再
任

・
鈴
木　

成
子
さ
ん
（
中
山
）　

 

・
向
田
美
和
子
さ
ん
（
広
野
）
新
任
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町からのお知らせ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳

の
誕
生
日
か
ら
加
入
い
た
だ
く
制
度

で
す
。
た
だ
し
、
一
定
の
障
が
い
の

あ
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
65
歳
か
ら

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
と
、
保
険
料
や
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
加
入

は
本
人
の
選
択
に
な
り
ま
す
の
で
、

担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
方　

　

障
が
い
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
法
等
障
害
年
金　

１
級

　

・
２
級

②
精
神
障
害
保
健
福
祉
手
帳　

１
級

　

・
２
級

③
療
育
手
帳　

Ａ

④
身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
〜
３
級

　

及
び
４
級
の
一
部

▼
申
請
窓
口　

町
民
課
国
保
医
療
係

▼
持
ち
物　

保
険
証
・
印
鑑
・
国
民

年
金
等
証
書
ま
た
は
各
種
手
帳
（
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手

帳
・
身
体
障
害
者
手
帳
）

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
民
課
国
保
医
療
係　

☎
85

－
６
１
３
０

■ 

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は

　 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
選
択
で
き
ま
す

　「日本の紅（あか）をつくる町」をＰＲ
する目的から製作しているロゴマークに、
下記の４つのデザインが追加されました。
どなたでもさまざまなものに使用できます
ので、ぜひお使いください。
　使用方法など、詳しくは「広報しらた
か６月12日号」または町ホームページ
（http://www.town.shirataka.lg.jp/2146.
html）をご覧ください。
●ロゴマークデザインの内容（追加分）
⑴日本の紅（あか）・SHIRATAKA  RED
　　　　　　　　　　　　　　　……図５
⑵日本の紅（あか）をつくる町（縦）……図６
⑶日本の紅（あか）………………………図７
⑷日本の紅（あか）（紅花）………………図８

入院などで医療費が
高額になりそうな場合

　医療費が高額になると見込まれる場合、限度額認定証
（限度額適用・標準負担額認定証）を医療機関の窓口に提
示することで、窓口での支払いが自己負担限度額までにな
ります。認定証の交付には申請が必要です。申請月から有
効となりますので、お早めにお手続きください。

限度額適用認定証の
申請をしていただくと便利です

　国民健康保険に加入している方で、現在、限度額
適用認定証の交付を受けている方の有効期限は平成

29年７月31日です。8月以降も認定証が必要な方は
更新の手続きをお願いします。
●対象となる方
①70歳未満の方　
②70 ～ 74歳の方で平成29年度の町県民税非課税
　世帯の方
●申請窓口　役場１階　町民課２番受付
●持ち物　国民健康保険被保険者証・印鑑・世帯主
　と対象者のマイナンバーがわかるもの

【問い合わせ】町民課国保医療係　☎ 85-6130

「日本の紅
あか

をつくる町」
「SHIRATAKA  RED」

ロゴマークを追加しました

図５ 図６

図７

図８

【申請先・問い合わせ】
白鷹町「日本の紅（あか）をつくる町」連携
推進本部事務局（商工観光課交流推進係内）
☎ 85-6126
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白
鷹
の
訛
聞
き
た
し
今
い
ず
こ　
　
　
　
　
　
　

坂
戸
市　

安
達　

功

ル
ー
ル
守
り
今
日
も
安
全
通
学
路　
　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

今
頃
は
汽
車
を
降
り
て
紅
花
路　
　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

雷
鳴
で
今
に
も
泣
き
そ
う
幼
子　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

今
日
は
田
植
え
息
子
と
一
緒
青
空
の
下　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

苦
労
雛
今
は
幸
せ
笑
顔
雛　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

今
日
元
気
平
和
に
感
謝
家
族
に
も　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

今
風
の
死
亡
広
告「
葬
儀
済
み
」　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

ホ
ッ
と
す
る
只
今
の
声
玄
関
に　
　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

今
や
っ
と
親
の
足
跡
か
じ
り
出
す　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

今
の
人
昔
は
昔
今
は
今　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

今
で
し
ょ
と
言
わ
れ
て
み
て
も
も
う
お
そ
い　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

寒
か
っ
た
今
度
逢
ふ
と
き
上
衣
た
し　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

育
ち
ゆ
く
若
葉
の
芽
に
今
を
注
が
ん　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

愚
痴
ら
ず
に
世
渡
り
上
手
今
に
生
き　
　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

米
寿
の
祝
今
日
の
幸し

あ
わ
せ福

感
謝
す
る　
　
　
　
　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

今
薬
飲
ん
だ
記
憶
が
見
つ
か
ら
ず　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

今
の
こ
と
自
分
が
何
を
す
る
の
か
な　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

河
童
忌
や
今
夕
じ
っ
く
り
本
を
読
む　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

今
日
の
つ
か
れ
カ
ラ
オ
ケ
で
は
っ
さ
ん
す
る　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

今
日
も
ま
た
平
穏
無
事
に
時
が
過
ぎ　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

今
此
処
へ
何
し
に
来
た
と
後
も
ど
り　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

今
と
過
去
比
べ
て
想
う
足
跡
を　
　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

目
が
覚
め
て
今
日
に
感
謝
日
々
が
あ
り　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

健
康
は
我
家
の
今
の
笑
顔
か
ら　
　
　
　
　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

今
が
旬
野
山
の
幸
で
腹
満
た
す　
　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

今
日
嫁
ぐ
娘
に
一
隻
祝
い
船　
　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

樋
口　

敬
子

茶
柱
が
立
っ
て
滑
ら
か
今
朝
の
口　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

今
が
旬
心
癒
す
野
辺
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

う
ま
い
菓
子
今
川
焼
き
は
お
い
し
い
ね　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

つ
ら
い
時
今
こ
そ
笑
顔
で
精
一
ぱ
い　
　
　
　
　

十　

王　

松
野
い
せ
子

今
年
も
酸
素
を
吸
っ
て
健
康
で　
　
　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

今
聞
い
て
海
馬
不
具
合
す
ぐ
忘
れ　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

昔
酒
今
は
病
院
ま
わ
り
で
す　
　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

今
朝
も
ま
た
心
明
る
く
深
呼
吸　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

池
に
映
え
今
年
も
ネ
ジ
花
忘
れ
ず
に　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 今 ―　　 

次回「知」七月二十五日まで。　「野」八月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

ま
い
ど
、仏
像
大
好
き
石
井
で
す
。

　

高
玉
芝
居
の
台
本
や
台
本
の
元
に

な
っ
た
冊
子
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
明
治
期
か
ら
昭
和
ま
で
の
史

料
群
で
忠
臣
蔵
や
大
岡
越
前
守
の
話

が
多
く
、
芝
居
を
通
し
て
歴
史
に
触

れ
ら
れ
た
ら
と
て
も
楽
し
い
こ
と
で

　   郷土史に興味を持つ
きっかけづくりに――

地域おこし協力隊　石井  紀子

　   郷土史に興味を持つ　   郷土史に興味を持つ

第17回

地域おこし協力隊通信

い
う
ジ
ャ
ン
ル
も
受
け
入
れ
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
、
６
月
24
日
に
蚕
桑

コ
ミ
セ
ン
主
催
の
子
ど
も
放
課
後
事

業
「
蚕
桑
キ
ッ
ズ
」
に
て
、
地
域
の

信
仰
対
象
を
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し
て

遊
び
の
中
か
ら
歴
史
に
親
し
む
企
画

を
試
み
ま
し
た
。
今
回
は
信
仰
の
中

の
動
物
に
焦
点
を
当
て
て
絵
を
描

き
、
そ
れ
を
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し

写真１：江戸時代に想像されたツツガムシ

の姿をキーホルダーにしたもの

し
ょ
う
。
私
自
身
、

高
校
生
の
と
き
に
父

の
本
棚
に
あ
っ
た
司

馬
遼
太
郎
の『
義
経
』

や『
新
選
組
血
風
録
』

を
読
み
、
そ
こ
か
ら

歴
史
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
ん
な
風
に
興
味

を
持
つ
き
っ
か
け
が

あ
れ
ば
、
郷
土
史
と

ま
し
た
。
蚕
桑
小
学
校

の
児
童
た
ち
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
物
事
を

解
説
し
、
蚕
の
信
仰
に

関
わ
る
馬
鳴
菩
薩
（
め

み
ょ
う
ぼ
さ
つ
）
や
ツ

ツ
ガ
ム
シ
と
医
者
・
芳

賀
忠
徳
（
写
真
１
）、

絵
の
中
の
鬼（
写
真
２
）

な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

写真２：常福院『酒呑童子絵馬』

より躍る鬼

●16　　 広報しらたか　2017.7.12



■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 ６月 ６月

月　日 行　　事　　名

6月 1日
明るい健康都市づくり推進会議

東部工業団地会総会

6月 2日 山形県水源林造林協議会第 54 回通常総会

6月 4日 春季消防演習

6月 5日
置賜広域行政事務組合議会全員協議会

広域連携事業講演会

6月 6日

第 5回白鷹町議会定例会 （本会議）

予算特別委員会

まちづくり複合施設等整備特別委員会

6月 8日 総務厚生常任委員会

6月 9日 産建文教常任委員会

6月 10日 仙台しらたか会平成 29 年度総会 （仙台市）

6月 12日
平成 29 年度置賜地区自衛隊家族会連絡協議会
総会

6月 13日 白鷹町農業再生協議会総会

6月 14日

議会運営委員会

全員協議会

第 5回白鷹町議会定例会 ・本会議

月　日 行　　事　　名

6月 15日
白鷹町戦没者追悼式

しらたか仙台会総会

6月 16日
白鷹町国際交流協会総会

山形県国土調査推進協議会定例総会

6月 18日 日本パークゴルフ協会山形県交流大会

6月 19日 町重要事業要望内容説明会 （県議）

6月 21日

荒砥高校をサポートする会役員会

町重要事業要望会 （置賜総合支庁長）

白鷹ライオンズクラブ最終例会

6月 22日 企業訪問　～ 23 日まで （神奈川県 ・東京都）

6月 25日
白鷹町長杯パークゴルフ親睦大会

白鷹町消防団操法大会

6月 26日 白鷹町金融懇談会

6月 27日 置賜開発重要事業置賜総合支庁長陳情

6月 28日 白鷹町重要事業要望 （東京都）

6月 30日

山形鉄道株式会社取締役会

山形鉄道株式会社定時株主総会

山形鉄道株式会社臨時取締役会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
6月 15日 御祝 1,804　 水林おくまん様祭礼

6月 19日 御祝 2,980　 朝日連峰夏山開き

6月 21日 御祝 5,000　 白鷹ライオンズクラブ最終例会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
6月 29日 御祝 3,000　 四季の郷駅夏の感謝祭

計 12,784　

愛真こども園

「くもさんがおしゃべりしているあつまって」

「おまつりのわたあめみたいしろいくも」

「みあげるとくものうしろにうみがある」

　初夏の青い空は、子どもたちにとって、いろいろなイメー

ジを膨らませるステージとなります。さて、お空に浮かぶ白

い雲は、何に見えるのでしょうか

子ども俳句「くも」
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.50The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

　子どもたちのからだの状況や健康問題などを明らかにす

るため、町内に住所を有する小学５年生、中学２年生の希

望者を対象に、問診、身体計測、血圧測定、血液検査を行

います。

　昨年度の健診では、受診や生活習慣の見直しが必要な方

が受診者の４割近くおり、脂質異常、糖尿病、高血圧、動

脈硬化、脂肪肝などといった生活習慣病の低年齢化がうか

がえる結果となりました。子どものうちに生活習慣病にな

ると長い時間をかけて重症化しやすく、治療も難しくなり

ます。この健診をきっかけに、お子さんだけでなくご家族

全員の健康づくりに取り組んでいきましょう。

　対象の方には、個別にご案内させていただいています。

今年度も実施します。
「子どもの健康づくり健診」

●対象者
・小学５年生（平成 18年４月２日生まれ

　から平成 19年４月１日生まれ）

・中学２年生（平成 15年４月２日生まれ

　から平成 16年４月１日生まれ）

●健診内容　身体計測（身長・体重・腹囲）、

　血圧測定、血液検査（血糖・脂質・尿酸

　・肝機能・貧血）

●健診期間　平成 29年６月～ 12月（医療

　機関によって指定期間あり）

●健診場所　健診委託医療機関

●料金　無料

健康づく
りの基本

は、

健康状態
を知るこ

とから！

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

□
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

・
室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
渇

　
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

　（
汗
を
か
い
た
と
き
は
塩
分
も
忘
れ
ず

　
に
）
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

□
暑
さ
を
避
け
る

・
室
内
で
は
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
し

　
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
屋
外
で
は
帽
子
や

　
日
傘
を
着
用
し
、
日
陰
を
利
用
し
た
り

　
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
し
た
い
こ
と
】

□
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て

　
こ
と
な
る

・
熱
中
症
は
、
そ
の
日
の
体
調
や
暑
さ
に

　
対
す
る
慣
れ
な
ど
が
影
響
し
ま
す
。
体

　
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

□
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意

　
が
必
要

・
高
齢
者
は
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ

　
に
く
く
、
暑
さ
に
対
す
る
か
ら
だ
の
調

　
整
機
能
も
低
下
し
て
い
る
た
め
注
意
が

　
必
要
で
す
。
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ

　
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
発
達

　
し
て
い
な
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
大
人
が
子
ど
も
の
様
子
を
十
分
に
観
察

　
し
、
遊
び
の
最
中
は
こ
ま
め
に
水
分
補

　
給
（
水
や
麦
茶
）
や
休
憩
を
と
る
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
節
電
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、

　
熱
中
症
予
防
を
忘
れ
な
い

・
気
温
や
湿
度
の
高
い
日
は
決
し
て
無
理

　
な
節
電
は
せ
ず
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ

　
ア
コ
ン
を
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「熱中症」とは、高温多湿な環境の中で、体内

の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温の調

節がうまくいかなくなることにより、体温上昇、

めまい、だるさ、ひどいときは、けいれんや意

識障害などさまざまな症状を起こす病気です。

❶涼しい場所に避難させる
❷衣服をゆるめ、体を冷やす
❸水分、塩分を補給する
⇒意識がない、呼びかけへの

　反応がおかしい、自力で水

　を飲めない場合は直ちに救

　急車を呼びましょう。 

熱中症が疑われる
人を見かけたら…

熱中症に
７月は熱中症予防強化月間

要注意 !!
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　　　大会が５月 21日山形東高等学校において開催されま
　　　した。７月 24 日から東京で行われる全国大会には、
団体戦優勝メンバーの３名が出場します。（個人戦には、優
勝者菊池さんが出場）昨年度に引き続き勝ち星をあげること
ができるように、これまで以上にがんばってまいりますので、
御声援をお願いいたします。

荒高掲示板 
  ・囲碁部全国大会出場

  ・吹奏楽部の活動 

■結果

女子団体戦 優勝 斎藤 希・菊池楓香・金子愛佳

女子個人戦

優勝 菊池楓香

第２位 斎藤 希（白鷹西中出身）

第３位 副田未来（白鷹中出身）

（写真右）

左から

斎藤さん

金子さん

菊池さん

　　　月４日、町の消防団の分列行進があり　
　　　本校吹奏楽部「行進曲」を演奏しました。

宝くじの社会貢献広報事業

宝くじの助成金で整備されました

　宝くじの受託事業収入を財源として実施している住民のコミュ
ニティ活動の推進を目的とした「コミュニティ助成事業」を受け
て、鮎貝地区コミュニティセンターにテントや折りたたみ椅子、
ワイヤレスマイクなどが整備されました。整備された備品は７月
１日に開催した『四季の郷駅　夏の感謝祭「七夕飾り」』でさっ
そく使用されました。

《事業内容》

●事業主体　鮎貝地区まちづくり協議会
●助 成 額　250万円
●事業期間　平成29年６月15日～ 30日
●事業内容　

　ミスタークイックテント  ５張／折りたたみイス  20脚／折り 
　たたみテーブル  30台／日動投光機  ３基／ヨド物置  １台／タ
　イピン型ワイヤレスマイク  １台／ヘッドセット型ワイヤレス
　マイク  １台／コンパクトアレイスピーカー  ２台／マッチン
　グトランス　２台／スピーカースタンド、取付金具  ２台／物
　置張付け看板（施工費含む）　１枚

【問い合わせ】　企画政策課コミュニティ推進係　☎87-0830

１_ミスタークイックテント　２_折り
たたみテーブル　３_ワイヤレスマイク
４_ヨド物置

１

２ ４

３

県

６
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地域包括支援センター ℡86-0112

一般介護予防事業　
元気ワンダフル教室のご案内 

　月１回、健康運動指導士による運動指導を受け、運動
習慣を身に着け、介護予防と健康寿命の延伸を図ること
と、レクレーションや参加者同士の交流を重視した、元
気ワンダフル教室を実施しています。
●対 象 者　支援や介護の必要がない 65歳以上の方
●会　　場　新野医院運動コーナー
●定　　員　20名×週２回（参加は週１回になります。）
●利 用 料　１回あたり 200 円
●実施日程　週１回実施

曜 日 時　　間

火曜日 午後１時30分～３時 ※どちらかの日程での参加

　になります。金曜日 午後１時30分～３時

・体も気持ちも調子が良くなる。

・皆さんもぜひ参加してほしい。

・ストレス発散、そして生きがいの

　場所である。

【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86-0112

　誰もが気軽に参加できる場として、「のど
かカフェ」を開催しています。お茶を飲みな
がら参加者同士で認知症や介護、介護予防、
健康づくり等について情報交換をしていま
す。毎月第４水曜日に開催しています。

●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　７月 26日（水）午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係   ☎86-0112

７月開催「のどかカフェ」のご案内

▼
開
放
期
間

　

７
月
15
日
（
土
）
〜
７
月
17
日
（
月
・
祝
）

　

７
月
22
日
（
土
）
〜
７
月
23
日
（
日
）

　

７
月
26
日
（
水
）
〜
８
月
20
日
（
日
）

※
７
月
27
日
（
木
）
は
休
み

▼
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
施
錠
し
閉
場
し
ま
す
。

※
８
月
13
日
（
日
）
は
午
後
３
時
ま
で
開
放
し
ま
す
。

※
白
鷹
中
水
泳
部
部
活
動
に
よ
り
、
コ
ー
ス
の
一
部

　

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

❶
プ
ー
ル
へ
は
、
白
鷹
中
体
育
館
北
側
か
ら
入
場
く

　

だ
さ
い
。

❷
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
が
付
き

　

添
っ
て
く
だ
さ
い
。

❸
監
視
員
の
指
示
に
は
、
必
ず
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

❹
入
水
前
に
準
備
運
動
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

❺
水
鉄
砲
な
ど
は
持
ち
込
み
を
禁
止
し
ま
す
。

❻
ほ
か
の
人
の
迷
惑
に
な
る
行
為
は
絶
対
に
お
や
め

　

く
だ
さ
い
。

❼
持
ち
物
の
管
理
は
、自
己
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

❽
自
転
車
に
は
カ
ギ
を
か
け
、
プ
ー
ル
わ
き
の
駐
輪

　

場
に
と
め
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
27
日（
木
）は
第
54
回
白
鷹
町
小
・
中
学
校
及

　

び
町
民
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
終
日
、
一

　

般
開
放
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

町
民
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す

参加者の

声
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平成29年 5月 26日 

 

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集 

0238-87-8000 

𠮷𠮷川記念病院 
小児科・内科・精神科 

児童精神科・老年精神科 

神経内科・リハビリテーション科 

4月 1日より新しく 熊澤 豊 医師が入職され、診療体制が充実しました。 

専門は消化器内科ですが、内科一般幅広く対応いたします。 

診察日は月・火・水・木曜日の 9時～12時、14時～17時です。 

診察(新患も可)をご希望の方は、随時お受けいたします。 

〒993-0075 長井市成田 1888-1 

医 療 法 人 杏 山 会 

　　 あんしん×あんぜん

－平成 29年度－

“明るいやまがた”
夏の安全県民運動

実  施  期  間

７月21日（金）～８月20日（日）

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

　　　は、長期休暇やレジャー、暑

　　　さによる気のゆるみ、疲労な

どから、交通事故や水の事故等が多

くなります。また、青少年の非行や

身近な犯罪等も多くなる傾向があり

ます。

　町民総ぐるみで運動を推進し、「安

全で明るい白鷹町」にしましょう。

夏 青少年の健全育成といじめ・非行及び犯罪被害防止
～みんなで育む人間性・社会性豊かな青少年～

≫あいさつ・見守り運動

　～子どもを家庭・地域で育てよう！

≫モラル・マナーの向上運動

　～大人が子どもの手本となろう！

≫子どもを事故、犯罪等から守る運動

　～子どもの安全を地域社会全体で守ろう！

子どもと高齢者の交通事故防止・飲酒運転の撲滅
～交通安全「よく見て確認　ゆとり行動」～

≫前をよく見て運転集中！ 

≫歩行者を守ろう！

≫全員で着用シートベルト　

　チャイルドシート

≫こまめな切り替えによるハイビームの積極的活用！

≫飲酒運転を「しない させない 許さない」の徹底！

海・山・川での事故防止
～安全で楽しい夏休み～

≫子どもの遊泳には保護者等の監

　視を怠（おこた）らないようにし

　ましょう。

≫登山や釣りは、体調に注意し無  

　理のない安全な計画で行おう。

≫危険な場所で遊んでい

　る子ども等には、みん

　なで注意しあおう。

身近な犯罪等の防止
～みんなでつくろう安全・安心の街～

≫家族旅行、レジャー、夏祭り、買い物など外出の機会

　が多く犯罪の被害にあわないように注意しましょう。

≫戸締りしっかりカギかけて。

≫自宅に多額の現金を置かないようにしましょう。

≫車から離れるときは「キー抜き・ドアロック」し、カバン

　や貴重品は置かないようにしましょう。

≫地域ぐるみで犯罪を防止し、安全で

　住み良い地域にしましょう。
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 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.6１ 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

 問
い
合
せ
・申
し
込
み
は 

す
べ
て
事
務
局
ま
で
♪ 

夏
休
み 

 

「
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」 

 

☆
夜
空
の
観
察
☆ 

 

私
た
ち
の
頭
上
に
は
、 

た
く
さ
ん
の
星
が
輝
い
て
い
ま
す
。 

 

星
座
の
探
し
方
を
知
る
と
い
つ

も
の
夜
空
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。 

夏
の
星
座
を
探
し

て
み
ま
せ
ん
か 

▼
い
つ 

８
月
９
日
（
水
） 

 
 

 

午
後
７
時
30
分
～
９
時
頃 

▼
場
所 

白
鷹
ス
キ
ー
場
駐
車
場 

▼
対
象 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い 

 

た
だ
け
ま
す
。
（
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

会
員
以
外
の
方
は
資
料
代
３
０
０

円
い
た
だ
き
ま
す
。
） 

▼
持
ち
物 

懐
中
電
灯
（
小
さ
い

も
の
）
・
上
着
（
防
寒
用
） 

▼
望
遠
鏡
を
お
持
ち
の
方
で
、

セ
ッ
ト
方
法
を
お
聞
き
に
な
り
た

い
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
曇
天
（
雨
天
）
の
場
合
は
ス
キ
ー

ハ
ウ
ス
で
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
す
。
） 

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

ゆめスポしらたか 

「RO＊KU
ロ ッ ク

」会長 岡田 明 
 (事務局：白鷹町武道館内) 

tel.87-8988   
E-mail   rokku@sgic.jp 
ホームページ  
「ゆめスポ 

しらたか」 

で検索。または、 

夏
休
み
「
将
棋
教
室
」  

 

今
注
目
の
将
棋
！ 

夏
休
み
中
に 

 

も
う
一
つ
上
の
腕
前
に
！ 

 
 

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
！ 

▼
い
つ 

８
月
３
日
（
木
） 

 
 
 

 

８
月
４
日
（
金
） 

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

▼
場
所 

白
鷹
町
武
道
館 

▼
参
加
費
（
一
日
に
付
き
）  

会 

員
１
０
０
円
非
会
員
３
０
０
円 

▼
対
象 

町
内
小
学
校
の
生
徒 

 
 

 
 

 
 

（
保
護
者
も
可
） 

▼
申
込
締
切 

７
月
31
日
ま
で 

 

◎
ヨ
ガ
＆
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
教
室 

 

疲
労
回
復
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
！ 

▼
い
つ 

 

７
月
24
日(

月
） 

 
 

 

経
絡
調
整
ヨ
ガ 

▼
い
つ 

 

８
月
７
日(

月
） 

 
 

 

リ
ン
パ
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ 

 

指
導
者 

伊
藤 

幸
保 

氏 

▼
時
間 

 

 
 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

▼
場
所 

東
陽
ホ
ー
ル 

※
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」
の
定
期
教
室
は

初
回
限
定
無
料
体
験
が
で
き
ま

す
。(

保
険
加
入
の
た
め
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
参
加
日
の 

３
日
前
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。) 

 
 

 
 

 
  

　　　 しらたか４Ｒ情報
～ごみ減量  できることから  はじめよう～Ｒ 【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎ 85-6131

ｅｆｕｓｅ
ｅｄｕｃｅ
ｅｕｓｅ
ｅｃｙｃｌｅ

生ごみの約 80％は水分です。また、生ごみの臭いや
腐敗の原因は水分と言われています。生ごみの水分をよく切るこ
とで、悪臭や腐敗の防止、さらにはごみの減量につながります。

生ごみの水切り３つのポイント

生ごみの水切りでごみ減量！

01▼濡らさない！

・野菜は皮がついたまま洗

　うことで、皮に余計な水

　が吸収されてしまいます。

　にんじん、大根、じゃが　

　いもなどは、皮をむいて　

　から洗いましょう。

・水分の少ない玉ねぎの皮　

　や野菜くずなどは、直接　

　ごみ箱へ捨てましょう。

02▼しぼる！

・三角コーナーや排水口のごみ　

　受けカゴにセットできる水切　

　りネットを使ってみましょう。

・捨てる前にギュッとひとしぼ

　りしましょう。

03▼乾かす！

・野菜くずなどは、新聞紙など　

　の上に置いて天日干ししまし

　ょう。

・お茶がらやティーバッグは乾　

　燥させてから捨てましょう。

　の上に置いて天日干ししまし

　ょう。

・

　燥させてから捨てましょう。

ひと手間、ひと工夫でできるごみの減量に努めましょう！

小型家電＆古着回収
イベントの結果

　５月 28日に小型家電と古着の
回収イベントを実施しました。

　これは電子機器に含まれる有用

金属の再資源化と、東南アジアや

アフリカでの古着の再利用により、

ごみ減量を目的とした取り組みで

す。

　小型家電は、パソコン 66台、
携帯電話 24台など計 760kg。古
着、靴、バック類は計 1,480kgを
152名の方にお持ちいただきまし
た。ご協力ありがとうございまし

た。

　次回の日程は未定ですが、年内

に２回の開催を予定しています。
資源回収にご協力よろしくお願い

します。
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募
　
集

広 

告

※
当
日
は
施
設
開
放
日
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
町
内
及
び
近
隣
地
域
の
在

宅
障
が
い
者
（
児
）
の
方
々
、
ど
な

た
で
も
お
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ぶ
し
の
家　

金
田　

☎
85

－

５
６
６
０

樽
木
栄
一
郎
・
宮
川
剛
ラ
イ
ブ

▼
い
つ　

７
月
30
日
（
日
）

　

午
後
６
時
開
場
／
７
時
開
演

▼
ど
こ
で　

イ
タ
リ
ア
料
理
シ
ャ
ッ

タ
カ
店
内

▼
料
金

・
予
約　

３
５
０
０
円

・
当
日　

３
８
０
０
円

※
特
製
ジ
ェ
ラ
ー
ド
ま
た
は
グ
ラ
ス

ワ
イ
ン
付
き
。（
フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク

は
別
料
金
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

イ
タ
リ
ア
料
理
シ
ャ
ッ
タ
カ

☎
85

－

０
９
１
０　

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

催
　
し

　
　

第
54
回
町
民
水
泳
大
会
が

　
　
開
催
さ
れ
ま
す

▼
い
つ　

７
月
27
日
（
木
）

　

午
前
８
時
45
分
開
会
式　

　

午
前
９
時
15
分
競
技
開
始

　

午
後
１
時
25
分
閉
会
式

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
民
プ
ー
ル

【
お
願
い
】

　

当
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

応
援
を
さ
れ
る
際
の
席
の
移
動
は
、

応
援
席
後
方
を
通
行
く
だ
さ
い
。

　

グ
ラ
ン
ド
及
び
、
武
道
館
駐
車
場

を
ご
利
用
の
際
は
、
学
校
敷
地
を
通

ら
ず
、
体
育
館
東
側
か
ら
プ
ー
ル
へ

ご
移
動
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

こ
ぶ
し
の
家
夏
ま
つ
り

　
▼
い
つ　

８
月
５
日
（
土
）

　

午
後
３
時
〜
６
時

▼
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家
（
雨
天
時

は
交
流
ホ
ー
ル
）

▼
出
演　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
『
マ

ル
ベ
リ
ー
ズ
』、
加
藤
マ
チ
ャ
ア
キ
、

ず
っ
こ
け
一
座

▼
売
店　

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
か
き
氷
、
生
ビ
ー
ル
、

ジ
ュ
ー
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

▼
こ
ぶ
し
の
家
の
作
品
販
売　

は
が

き
、
わ
り
ば
し
、
の
し
袋
、
箸
置
き
、

手
織
り
製
品
等

※
夏
祭
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
＋
６
＋
４
．

５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
６
８
０
０
円
〜
３
万
３
１
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
原
則
と
し
て
同
居
す
る

親
族
が
い
る
方
及
び
暴
力
団
関
係
者

で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

８
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

７
月
12
日
（
水
）
〜

７
月
25
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法　

平
成
28
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
29
年
度
所
得

証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所
得
が

白鷹町行政情報運用管理業務委託

白鷹町行政情報運用管理業務委託

パソコン・インターネットのことなら

何でもご相談ください！

町民サポートのお知らせ
　

　
　●場所　白鷹町総合情報センター（産業センター奥）
　●電話　0238-86-0151
　●時間　平日午前８時30分～午後５時30分
　　　　（土日祝日は休みになります）
　●その他　情報センターにお越しいただく場合は事前
　　　　　　にお電話ください。

　※サポートの内容によっては、有料になる場合や解決でき

　　ない場合がありますのでご了承ください。

　パソコンやインターネットの困りごとや不具合など、情

報センターで受付けています。情報センターにお越しいた

だくほか、ご自宅にもお伺いします。料金はかかりません。

お気軽にご利用ください。
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教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

係　

☎
85

－

６
１
４
６

　
子
ど
も
の
ぜ
ん
そ
く
に
関
す
る

　
講
演
会
・
相
談
会
（
小
児
）

▼
い
つ　

８
月
９
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
本
庁
舎

２
階
講
堂

▼
内
容　

小
児
科
医
師
に
よ
る
講
演

会
と
相
談
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
締
切　

８
月
２
日
（
水
）

※
全
体
相
談
会
の
後
に
、
希
望
者
に

は
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
（
定
員
３

名
）。
ま
た
、
無
料
託
児
（
定
員
５

名
）
を
設
け
て
い
ま
す
。
個
別
相
談

と
託
児
に
つ
い
て
、
ご
希
望
の
方
は

申
込
み
の
際
に
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

お
し
ら
せ

置
賜
保
健
所
子
ど
も
家
庭
支
援
課
保

健
支
援
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
２
０
５

[FA
X
]

０
２
３
８

－

24

－

２
０
１
６

う
つ
病
家
族
教
室

【
第
1
回
】

▼
い
つ　

７
月
21
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ

中
会
議
室

▼
内
容　

講
話

・
演
題
「
う
つ
病
の
基
本
を
学
ぼ
う
」

・
講
師　

岩
本
康
夫
氏
（
社
会
医
療

　
　
　
　

法
人
公
徳
会
佐
藤
病
院
精

　
　
　
　

神
科
医
）

【
第
２
回
】
講
話
、
交
流
会

▼
い
つ　

８
月
下
旬
（
予
定
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
会
議
室

・
演
題
「
家
族
の
対
応
を
考
え
よ
う
」

・
講
師　

社
会
医
療
法
人
公
徳
会
米

　
　
　
　

沢
こ
こ
ろ
の
病
院
看
護
師

【
共
通
】

▼
対
象　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
方

の
ご
家
族

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
締
切　

７
月
20
日
（
木
）

※
要
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５

わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票
謄
本
、
個

人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
申
込
者
の
要
件
に
よ

り
提
出
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

行
政
困
り
ご
と
相
談

▼
い
つ　

７
月
26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

広 

告

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
環

境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

　　

重
要
文
化
財
観
音
寺
観
音
堂

　（
深
山
観
音
）保
存
修
理
工
事

　 

第
２
回
現
場
見
学
会
に
つ
い
て

　

近
年
、
な
か
な
か
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
技
法
で
あ
る

茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
ど
こ
で　

観
音
寺
観
音
堂
境
内

▼
内
容　

茅
葺
屋
根
全
面
葺
き
替
え

工
事
概
要
説
明

▼
参
加
申
込　

申
込
な
し
で
も
参
加

で
き
ま
す
が
、
準
備
の
都
合
上
、
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
屋
根
の
高
さ
の
足
場
に
上
が
り
ま

す
の
で
、
歩
き
や
す
い
靴
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
確
認
は
、
当

日
午
前
８
時
30
分
以
降
に
役
場
日
直

（
☎
85

－

２
１
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

工事途中の観音寺観音堂（深山観音）

　
　♡

８
月
の
開
催
日

　

８
月
９
日
（
水
）

♡
９
月
の
開
催
日

　

９
月
13
日
（
水
）

▼
時
間　

午
後
４
時
〜
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室
及
び「K

`s space

」

（
山
口
・
喜
多
楼
隣
）

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－
０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》
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● 

第
39
回

▼
い
　
つ
　
7
月
30
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
開
始
（
12
時
45
分

　
受
付
開
始
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
出
　
演
　
月
の
カ
ケ
ラ
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
と
ベ
ー
ス
）、
荒
川
一
美

　
さ
ん
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）、
飯

　
沢
道
子
さ
ん
（
司
会
）、
佐
藤
朝

　
子
さ
ん
（
司
会
）、
長
谷
川
悟
さ

　
ん
（
ギ
タ
ー
）
ほ
か

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
80
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

▼
い
　
つ
　
8
月
2
日 （
水
）　

　
午
前
9
時
〜
正
午

▼
ど
こ
で
　
屋
外
交
流
広
場
（
雨

　
天
時
は
文
化
伝
承
室
）

▼
講
　
師
　 

ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団
の

　
先
生
た
ち

▼
対
　
象
　
小
学
1
年
生
〜
6
年

　
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
　
員
　
子
ど
も
30
人

▼
持
ち
物
　
水
筒
・
タ
オ
ル
・
帽

　
子
・
着
替
え

● 

● 

▼
い
　
つ
　
７
月 

８
日 （
土
） 

〜
　

　
８
月
20
日 （
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

　
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
写
　
真
　
鍵
井
靖
章
さ
ん
、
前

　
川
貴
行
さ
ん
、
松
本
紀
生
さ
ん
、

　
山
形
豪
さ
ん
　

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　  

高
校
生
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　   

中
学
生
以
下
　
無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

▼
企
　
画
　
富
士
フ
イ
ル
ム
㈱

　
日
本
の
野
生
動
物
写
真
の
分
野

を
牽
引
す
る
若
手
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
4
名
の
作
品
が
、
一
堂
に
会

す
る
貴
重
な
写
真
展
で
す
。
迫
力

あ
る
野
生
動
物
の
姿
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

野
生
動
物
写
真
展

い
の
ち
が
お
し
え
て
く
れ
る
こ
と

ラ
イ
フ

▼
い
　
つ
　
①
８
月
26
日
（
土
）

　
午
後
6
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
②
８
月
２7
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
講
　
師
　
金
田
利
之
さ
ん

▼
対
　
象
　
小
学
5
年
生
以
上

▼
定
　
員
　
各
回
16
人

▼
参
加
料
　

　
高
校
生
以
下
　
　   

1
5
0
0
円

　
大
人
　
　
　
　
　   

１
８
０
０
円

  

（
１
人
１
個
・
粘
土
1
kg  

）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
申
込
締
切
　
８
月
20
日
（
日
）

　
午
後
5
時

　
毎
年
恒
例
、
通
算
8
回
目
の
イ

ベ
ン
ト
。
15
㎝
程
の
焼
き
物
で
外

枠
を
作
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
入
れ
て

中
か
ら
光
が
も
れ
て
く
る
よ
う
な

ミ
ニ
灯
籠
で
す
。
作
っ
た
作
品

は
、
後
日
「
ゆ
ら
め
き
音
楽
会
」
で

展
示
・
点
灯
予
定
。
館
内
で
展
覧
会

を
行
っ
た
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

 ▼ 昨年の参加者作品

▲昨年の活動のようす

● 

深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠
を

　   

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

vol.

94
▼
参
加
料
　
1
0
0
0
円

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
だ
さ
い
。 

▼
申
込
締
切
　
7
月
25
日
（
火
）。

※

絵
具
で
汚
れ
ま
す
。
汚
れ
て
も

い
い
服
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
靴

も
汚
れ
る
の
で
、
サ
ン
ダ
ル
が
お

す
す
め
で
す
。

 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
『
野
生
動
物
写

真
展
』
を
見
た
後
、
動
物
に
な
っ

た
気
分
で
あ
ゆ
ー
む
の
芝
生
の
上

で
思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

大
き
な
紙
や
絵
具
、
木
の
葉
や
実

を
使
っ
て
皆
で
作
品
を
作
り
ま
す
。

水
鉄
砲
で
色
水
遊
び
も
し
ま
す
。

▼
い
　
つ
　
８
月
５
日
（
土
）

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
講
　
師
　
写
真
家
・
鍵
井
靖
章

　
さ
ん
、石
川
薫
さ
ん
（
隔
月
刊

　「
風
景
写
真
」編
集
長
） 

　
写
真
家
・
鍵
井
靖
章
と
、隔
月
刊

『
風
景
写
真
』編
集
長
・
石
川
薫
が
、

自
ら
の
写
真
に
つ
い
て
、ま
た
展

示
写
真
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
す
。

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/
開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

平成29年8月までの休館日
7/18（火）・24（月）・31（月）
8/7（月）・14（月）・21（月）・28（月）
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【６月１日～６月30日 届出】

戸籍の窓に載せたい方は、届出のとき

に戸籍年金係にお申し出ください。

鮎　貝　  筒　井　タツノ     88

鮎　貝　  丸　川　久　彌      86

畔　藤　  衣　袋　ち　ゑ      84

鮎　貝　  井　上　　勝　      66

鮎　貝　  金　子　廣　子      90

横田尻　  丸　川　よ　つ      93

畔　藤  　　　原　庄兵衛      87

畔　藤　  鈴　木　味之助      89

荒砥甲　  衣　袋　　　ん      91

鮎　貝　  　　原　登美男      86

横田尻　  齋　藤　きよ　    100

お　く　や　み

 住 所　　   　氏　名      年齢

表紙の写真

　置賜三十三観音の一つである、町内畔藤地区の「杉沢観音」。その仁

王門に奉げられている大わらじ作り及び奉納が、６月 10 ～ 11 日の日程

で行われました。この大わらじは、約 10 年に一度の周期で掛け替えが

行われ、今回は平成 22 年以来の作業。地域の方など約 40 人集まり、晴

れ空の下でていねいにわらじ作りに励みました。完成した大わらじの大

きさは約２メートルほど。その場の全員が見守る中、大人３～４人がか

りで真新しいわらじが仁王門に取り付けられ、それぞれに身体の健護な

どを祈りました。

住 所 父母の名 子の名

高　玉 児玉 貴明 悠
ゆ

　奈
な

美穂

荒砥甲 橋本 勇輝 佑
ゆ

　香
か

真弓

こんにちは赤ちゃん

衣　袋　　　ん      

　

６
月
10
日
、
養
蚕
の
神
と
さ

れ
る
「
馬
鳴
菩
薩
（
め
み
ょ
う

ぼ
さ
つ
）」
を
ま
つ
る
龍
沢
寺

（
十
王
・
梅
津
晶
一
住
職
）
に

お
い
て
、
養
蚕
の
祈
祷
が
約
50

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

Close Up
クローズアップ

　

こ
れ
は
、
山
形
市
の
呉
服
店

「
と
み
ひ
ろ
」（
冨
田
浩
志
社

長
）
が
、〝
純
山
形
産
〞
の
着
物

を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
十
王

地
内
で
桑
の
栽
培
を
し
な
が
ら

蚕
を
試
験
飼
育
し
て
い
る
こ
と

か
ら
行
わ
れ
た
も
の
。
こ
の
日

途
絶
え
か
け
た
白
鷹
な
ら
で
は
の
文
化  

歴
史
あ
る
養
蚕
の
物
語
を
こ
の
先
も
―
―

は
、
冨
田
社
長
を
は
じ
め
、
関

係
者
ら
約
10
人
が
参
列
し
、
養

蚕
の
無
事
と
と
も
に
養
蚕
文
化

の
再
起
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
９
日
に
は
蚕

桑
小
学
校
で
「
蚕
を
迎
え
る

会
」
が
行
わ
れ
、
地
元
の
「
蚕

の
先
生
」
か
ら
約
２
千
匹
の
蚕

が
３
年
生
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

蚕
を
初
め
て
見
る
子
や
苦
手

な
子
も
い
る
中
、
蚕
の
先
生
で

あ
る
新
野
孝
一
さ
ん
（
横
田

尻
）
は
「
今
は
苦
手
で
も
、
育

て
て
い
く
う
ち
に
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
優
し
く
声
を
か

け
、
植
木
安
路
君
と
小
松
詩
乃

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
蚕
を
育
て

て
い
く
の
が
楽
し
み
。
蚕
の
先

生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
み
ん

な
と
協
力
し
て
大
切
に
育
て
て

い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま

し
た
。

㊤
厳
粛
な
空
気
の
中
行
わ
れ
た
養
蚕
の
祈

祷
　
㊧
受
け
取
っ
た
ば
か
り
の
蚕
を
じ
っ

く
り
と
観
察
す
る
蚕
桑
小
学
校
の
３
年
生

♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

安　達　　稔　　 　滝　野
秋　場　由　美 　　山形市

今　野　大　史 　　滝　野

漆　山　敦　子 　　長井市

土　谷　隆　二 　　荒砥乙

渋　谷　実菜子 　　米沢市

小　川　直　也　 　萩　野

小　林　詩　乃　　 十　王

ご結婚おめでとう

♥

♥

♥

齋　藤　きよ　    
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白
鷹
町
の
道
の
駅
に
あ
る
ヤ
ナ

場
。
そ
れ
を
管
理
し
、
そ
こ
で
漁

を
し
て
い
る
の
が
〝
ヤ
ナ
師
〟
で

あ
る
和
貴
さ
ん
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
高
校
時
代
。
あ
ゆ

茶
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

和
貴
さ
ん
は
、
当
時
の
師
匠
か
ら

勧
め
ら
れ
、
思
い
切
っ
て
ヤ
ナ
師

の
道
を
歩
み
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
18
年
。「（
ヤ
ナ
師
に

な
っ
た
の
は
）
単
純
に
魚
が
好

き
で
、
釣
り
が
趣
味
だ
っ
た
こ
と

も
あ
る
か
な
。
た
だ
実
際
は
、
川

と
い
う
〝
自
然
〟
相
手
の
仕
事
だ

か
ら
、
頭
と
体
で
覚
え
る
ま
で
に

大
変
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た

よ
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

鮎
が
か
か
る
位
置
に
手
作
り
の

す
だ
れ
を
か
け
る
ヤ
ナ
漁
に
つ
い

て
は
、「
川
の
変
化
に
合
わ
せ
て
す

だ
れ
の
か
け
る
位
置
を
動
か
し
て

い
く
。
そ
の
臨
機
応
変
の
対
応
が

重
要
」
と
話
し
ま
す
。

「
立
派
に
ヤ
ナ
師
と
呼
べ
る
ま
で

３
～
５
年
の
修
業
が
必
要
」。
後

継
者
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
川
好
き

・
魚
好
き
の
人
が
い
れ
ば
ぜ
ひ
」

と
の
こ
と
。

「
苦
労
し
て
張
っ
た
す
だ
れ
に
ち

ゃ
ん
と
鮎
が
か
か
っ
て
い
た
と
き

や
、
自
分
が
整
備
し
た
ヤ
ナ
場
を

た
く
さ
ん
の
人
が
見
に
来
て
く
れ

た
と
き
は
う
れ
し
い
ね
」
と
和
貴

さ
ん
。「
今
年
の
鮎
ま
つ
り
で
も
、

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
ヤ
ナ
場

に
来
て
く
れ
る
と
い
い
な
」

「
ヤ
ナ
師
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
」

❶慣れた手つきでアユを焼き、香ばしい香りを漂わせる和

貴さん　❷夜が明けた早朝、ゴミなどがきれいに取り除か

れたヤナ場でアユが跳ねる　❸たくさんの人が一度に乗っ

ても壊れない丈夫なすだれ。一つひとつ丁寧に手作りさ

れ、一冬で400 ～ 500枚ほど作ると言う　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

澤
邊　

聖
さ
ん

「ヤナ師」
　　樋口 和貴さん（深山・36歳）

しらたかの鉄人！達人！　

　 　

地域おこし協力隊が見っけだ

連 載 企 画

日本一の規模を誇る白鷹のヤ

ナ場。安全で整備されたヤナ

場に降りて最上川の圧倒的迫

力を体感でき、おいしい鮎が

食べられるのもヤナ師のおか

げですね。大自然を相手にし

ている姿はかっこよかったで

す。ちなみに、今年の鮎まつ

りは９月16～18 日です。

❷

❸❶

役場ではこの度、７～８月の毎週水曜日及び最終金曜日を

「みんなで染まろう！紅花デ―！～共に創ろう！紅の咲き

誇る町～」と設定しました。これは、職員が一体となって「日本の紅

（あか）をつくる町」を広く町内外に PR することを目的とした取り組

みです。期間中は、深紅の紅花染をイメージした紅（あか）、または紅

花の花をイメージした黄色のプロモーションウェアを職員が着用し、

町のイメージアップを図ります。皆様のご理解をお願いいたします。

紅花デー始めました！
プロモーションウェアで「日本の紅

あか

をつくる町」をPR
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